
徳 島 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 第 一 の 四 十 八 の 項 の 1 中 「 に 掲 げ る 者 」 を 「 又 は 第 三 号 に 掲 げ る 者 」 に 改 め 、 同 表 の 五 十 五 の 項 の 1 中 「 四 千 六 百 円 」 を 「 四 千 四 百 円 」 に 、 「 七 千 七 百

円 」 を 「 七 千 四 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 2 中 「 千 八 百 円 」 を 「 千 七 百 五 十 円 」 に 、 「 千 九 百 円 」 を 「 千 八 百 五 十 円 」 に 、 「 三 千 五 十 円 」 を 「 三 千 百 円 」 に 改 め 、 同

項 の 3 中 「 三 千 五 十 円 」 を 「 二 千 九 百 五 十 円 」 に 、 「 四 千 六 百 円 」 を 「 四 千 五 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 4 中 「 千 九 百 円 」 を 「 千 八 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 5 中

「 四 千 六 百 円 」 を 「 四 千 五 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 6 中 「 三 千 円 」 を 「 二 千 八 百 五 十 円 」 に 、 「 四 千 五 百 五 十 円 」 を 「 四 千 四 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 五 十 五 の

二 の 項 の 1 中 「 三 千 八 百 五 十 円 」 を 「 三 千 六 百 五 十 円 」 に 、 「 六 千 九 百 五 十 円 」 を 「 六 千 六 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 2 中 「 四 千 五 十 円 」 を 「 三 千 八 百 五 十 円 」

に 、 「 四 千 九 百 円 」 を 「 四 千 七 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 五 十 六 の 項 の 1 中 「 二 千 八 百 円 」 を 「 二 千 八 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 2 中 「 千 七 百 円 」 を 「 千 七 百

五 十 円 」 に 、 「 三 千 二 百 五 十 円 」 を 「 三 千 三 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 3 中 「 千 円 」 を 「 千 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 五 十 八 の 項 の 1 中 「 三 千 六 百 円 」 を 「 三 千 五 百

円 」 に 改 め 、 同 表 の 六 十 の 項 中 「 千 五 百 五 十 円 」 を 「 千 四 百 五 十 円 」 に 、 「 三 千 百 円 」 を 「 三 千 円 」 に 改 め 、 同 表 の 六 十 一 の 項 中 「 千 二 百 円 」 を 「 千 百 円 」 に

改 め 、 同 表 の 六 十 二 の 項 の 1 中 「 二 万 三 千 五 百 円 」 を 「 二 万 三 千 四 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 4 中 「 二 万 千 八 百 五 十 円 」 を 「 二 万 千 七 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 5

の ㈠ 中 「 四 千 百 五 十 円 」 を 「 四 千 円 」 に 、 「 三 千 七 百 五 十 円 」 を 「 三 千 六 百 円 」 に 、 「 四 千 四 百 五 十 円 」 を 「 四 千 二 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 5 の ㈡ 中 「 七 千 円 」

を 「 六 千 七 百 円 」 に 、 「 六 千 四 百 円 」 を 「 六 千 百 円 」 に 、 「 二 千 二 百 円 」 を 「 二 千 百 円 」 に 、 「 七 千 八 百 円 」 を 「 七 千 四 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 5 の ㈢ 及 び ㈣ 中 「 、

中 型 自 動 車 免 許 又 は 特 定 第 一 種 運 転 免 許 」 を 「 又 は 中 型 自 動 車 免 許 」 に 、 「 二 千 百 円 」 を 「 二 千 四 百 五 十 円 」 に 改 め 、 「 普 通 自 動 車 免 許 」 の 下 に 「 又 は 特 定 第 一

種 運 転 免 許 」 を 加 え 、 「 千 八 百 五 十 円 」 を 「 千 九 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 5 の ㈤ を 次 の よ う に 改 め る 。

㈤ 技 能 検 定 の 実 施 に 関 す る 知 識

第 五 十 五 号
徳 島 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 二 月 十 二 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 十 五 号 徳 島 県 警 察 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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()1 大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 二 千 円

()2 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 千 九 百 五 十 円

()3 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 技 能 検 定 員 審 査 二 千 五 百 円

別 表 第 一 の 六 十 二 の 項 の 5 の ㈥ 中 「 千 八 百 五 十 円 」 を 「 千 七 百 五 十 円 」 に 、 「 千 九 百 五 十 円 」 を 「 二 千 百 円 」 に 、 「 二 千 四 百 五 十 円 」 を 「 二 千 五 百 五 十 円 」 に 、

「 三 千 百 五 十 円 」 を 「 三 千 七 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 5 の ㈦ 中 「 二 千 七 百 円 」 を 「 二 千 五 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 六 十 三 の 項 中 「 千 二 百 円 」 を 「 千 百 円 」 に 改

め 、 同 表 の 六 十 四 の 項 の 1 中 「 一 万 五 千 円 」 を 「 一 万 四 千 九 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 3 中 「 九 千 四 百 五 十 円 」 を 「 九 千 四 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 4 中 「 一 万 二

千 八 百 五 十 円 」 を 「 一 万 二 千 七 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 5 の ㈠ 中 「 四 千 百 五 十 円 」 を 「 四 千 円 」 に 、 「 三 千 七 百 五 十 円 」 を 「 三 千 六 百 円 」 に 、 「 四 千 四 百 五 十

円 」 を 「 四 千 二 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 5 の ㈡ 中 「 千 四 百 五 十 円 」 を 「 千 三 百 五 十 円 」 に 、 「 千 四 百 円 」 を 「 千 二 百 五 十 円 」 に 、 「 千 五 百 円 」 を 「 千 三 百 円 」

に 、 「 千 九 百 円 」 を 「 二 千 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 5 の ㈢ 中 「 千 三 百 五 十 円 」 を 「 千 二 百 五 十 円 」 に 、 「 千 三 百 円 」 を 「 千 二 百 円 」 に 、 「 千 百 五 十 円 」 を 「 千 百

円 」 に 改 め 、 同 項 の 5 の ㈣ 及 び ㈤ 中 「 千 四 百 五 十 円 」 を 「 千 五 百 五 十 円 」 に 、 「 千 二 百 円 」 を 「 千 三 百 五 十 円 」 に 、 「 千 二 百 五 十 円 」 を 「 千 三 百 円 」 に 改 め 、 同

項 の 5 の ㈥ を 次 の よ う に 改 め る 。

㈥ 教 習 指 導 員 と し て 必 要 な 教 育 に つ い て の 知 識

()1 大 型 自 動 車 免 許 又 は 中 型 自 動 車 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 千 四 百 円

()2 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 千 三 百 円

()3 特 定 第 一 種 運 転 免 許 に 係 る 教 習 指 導 員 審 査 千 二 百 円

別 表 第 一 の 六 十 四 の 項 の 5 の ㈦ 中 「 二 千 七 百 円 」 を 「 二 千 五 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 六 十 六 の 項 中 「 七 百 円 」 を 「 七 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 六 十 七 の 項

中 「 二 千 四 百 五 十 円 」 を 「 二 千 三 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 六 十 八 の 項 中 「 二 千 二 百 円 」 を 「 二 千 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 六 十 九 の 項 の 1 中 「 四 千 七 百 円 」 を 「 四

千 六 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 七 十 の 項 の 1 中 「 四 千 百 五 十 円 」 を 「 四 千 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 2 中 「 四 千 五 十 円 」 を 「 四 千 円 」 に 改 め 、 同 表 の 七 十 二 の 項 中

「 三 千 百 五 十 円 」 を 「 三 千 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 七 十 三 の 項 中 「 千 二 百 五 十 円 」 を 「 千 三 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 七 十 五 の 項 の 1 中 「 二 千 百 円 」 を 「 二 千 五 十 円 」

に 改 め 、 同 項 の 2 中 「 二 千 七 百 五 十 円 」 を 「 二 千 七 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 3 中 「 二 千 六 百 円 」 を 「 二 千 五 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 4 中 「 二 千 四 百 五 十 円 」 を

「 二 千 四 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 七 十 六 の 項 の 1 中 「 六 百 円 」 を 「 五 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 2 中 「 九 百 五 十 円 」 を 「 八 百 円 」 に 改 め 、 同 項 の 3 中 「 千 五 百 円 」 を

「 千 三 百 五 十 円 」 に 、 「 九 百 五 十 円 」 を 「 八 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 七 十 七 の 項 の 1 中 「 五 千 八 百 円 」 を 「 五 千 六 百 円 」 に 、 「 五 千 三 百 五 十 円 」 を 「 五 千 二 百 円 」

に 改 め 、 同 項 の 2 中 「 二 千 三 百 五 十 円 」 を 「 二 千 二 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 七 十 八 の 項 中 「 一 万 三 千 三 百 五 十 円 」 を 「 一 万 三 千 二 百 円 」 に 、 「 九 千 二 百 円 」

を 「 九 千 五 十 円 」 に 改 め 、 同 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。
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七 十 八 の 二 道 路 交 通 法 第 百 八 条 の 二 第 一 項 第 十 四 号 の 規 定 に 基 づ く 講 習 講 習 一 時 間 に つ い て 千 九 百 円

別 表 第 一 の 七 十 九 の 項 中 「 八 百 五 十 円 」 を 「 九 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 八 十 の 項 中 「 千 五 百 円 」 を 「 千 三 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 八 十 の 二 の 項 の 1 中 「 五 千

八 百 円 」 を 「 五 千 六 百 円 」 に 、 「 五 千 三 百 五 十 円 」 を 「 五 千 二 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 備 考 の 七 中 「 二 千 九 百 五 十 円 」 を 「 二 千 八 百 円 」 に 、 「 九 百 円 」 を 「 八 百 五

十 円 」 に 、 「 三 千 五 十 円 」 を 「 三 千 百 円 」 に 改 め 、 同 表 の 備 考 の 八 中 「 、 中 型 自 動 車 免 許 」 を 「 又 は 中 型 自 動 車 免 許 に 係 る 審 査 に つ い て は 五 百 五 十 円 を 、 普 通

自 動 車 免 許 」 に 改 め 、 「 、 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 審 査 に つ い て は 二 百 円 を 」 を 削 り 、 同 表 の 備 考 の 九 中 「 三 千 円 」 を 「 二 千 八 百 五 十 円 」 に 、 「 九 百 五 十 円 」 を 「 九

百 円 」 に 、 「 千 五 十 円 を 、 」 を 「 千 百 円 を 、 」 に 、 「 三 千 五 十 円 」 を 「 三 千 百 五 十 円 」 に 改 め 、 同 表 の 備 考 の 十 中 「 、 中 型 自 動 車 免 許 又 は 普 通 自 動 車 免 許 に 係 る 審

査 に つ い て は 百 円 を 、 」 を 「 又 は 中 型 自 動 車 免 許 に 係 る 審 査 に つ い て は 二 百 五 十 円 を 、 普 通 自 動 車 免 許 又 は 」 に 、 「 五 十 円 」 を 「 百 円 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 七 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

一 別 表 第 一 の 四 十 八 の 項 の 改 正 規 定 公 布 の 日

二 別 表 第 一 の 七 十 八 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 改 正 規 定 道 路 交 通 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 四 十 三 号 ） 附 則 第 一 条 第 三 号 に 掲 げ る

規 定 の 施 行 の 日

提 案 理 由

道 路 交 通 法 等 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 運 転 免 許 試 験 、 自 転 車 の 運 転 に よ る 交 通 の 危 険 を 防 止 す る た め の 講 習 等 に 係 る 手 数 料 に つ い て 所 要 の 改 正 を 行

う と と も に 、 銃 砲 刀 剣 類 所 持 等 取 締 法 等 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 災 害 に よ り 許 可 済 猟 銃 を 亡 失 し た 者 等 に 対 す る 講 習 会 に 係 る 手 数 料 を 定 め る 必 要 が あ

る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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